
ソリューション概要

データ量の増大にインテリジェントに対応 

データが急増する時代へ
IDCの調査によると、 2025年には非構造化データの量が175ゼタバイトに達するか
それを超えると予想されており、 2018年からの増加率は530%に達し1、 全データ
の80%以上が非構造化データになるとされています2。 これは何を意味するのでしょ
うか。  

データは急速に増加し、 データの長期保持に関するコンプライアンス要件の項目も増
えています。 それに伴い、 当初の予定よりもはるかに速いペースでシステムの容量不
足が発生しています。 平均的に言えば、このデータの80% （またはそれ以上） は、
アクセス頻度が低いか古いデータ （コールド データ） ですが、 必要となる場合に備
えて、 高価でハイパフォーマンスなストレージに保存されています3。  
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このようにデータが圧倒的に増加する中、 IT管理者は、 「保存が
必要なデータの量」 と、 「予算に見合うストレージ容量」 や 「確保
できるデータ格納先」 の要件を天秤にかけ、 膨らみ続けるデータ ス
トアの管理と格闘しています。 ほとんどの企業は保持ポリシーに縛ら
れているので、 データを軽々に削除するわけにはいきません。 そのた
め、 コスト効率よくデータを保存しながら、 ユーザ エクスペリエンスや
ワークフロー、 アプリケーションなどを変えることなく、 必要なときにデー
タを利用できるようにする方法を探す必要が生じています。

これが重要な理由
平均的に、 ほとんどのデータは作成から90日もすればアクセスや読
み込みがなくなり、 通常は80%以上のデータが1年以上アクセスさ
れません。 このように数カ月 （または数年） アクセスされないデー
タがあると、 設備投資の貴重なリソースを占有することになるため、
こうしたデータにはパブリック クラウドで管理される低コストのオブジェク
トベースのストレージが適しています。

ホット データとコールド データ 
よく使うデータとあまり使わないデータを評価し、 管理方法を決定
する際には、 多くのことを考慮する必要があります。 評価は通常、
以下の主な特徴に着目して行われます。  
•	データが最後にアクセスされた時期

•	データが最後に更新された日時

•	データはミッション クリティカルかビジネス クリティカルか

•	データは活発に使用されるアプリケーションやワークロードに紐付い
ているか

ほとんどのITチームでは、 次の2つの全体的なカテゴリを使ってデー
タの特性を表現しています。
•	ホット データ

•	コールド データ

ホット データとは、 頻繁にアクセスされ、 活発に更新されるデータ、
または新たに作成されたデータのことです。 通常、 ミッション クリティ
カルなデータやビジネス クリティカルなデータはホットと分類されます。
活発に使用されるアプリケーションやワークロードに紐付けられたデー
タも同様です。 このようなデータには、 ユーザやアプリケーションから
の要求に応じてすぐにアクセスできる、 ハイパフォーマンスかつ低レイテ
ンシのストレージが必要です。 ほとんどの場合、 企業の全データのう
ち、 真のホット データは20%未満です。

これに対してコールド データとは、 ほとんどアクセスされることのないデー
タで、 たいていは古いデータに分類されるものです。 ミッション クリティ
カルでもビジネス クリティカルでもなく、 活発に利用されるアプリケー
ションやワークロードへの紐付けがない場合もあります。 このようなデー
タは、 おそらく保持する必要はあるでしょうが、 より低コストのオブジェ
クトベースのストレージへの保存を検討すべきです。 レイテンシの増
加が伴う可能性はありますが、 それは理解され受け入れられていま
す。 データの80%、 場合によっては90%がこのカテゴリに属すると
いうのが、 顧客やアナリストの一致した意見です。  

ストレージの階層化
業界では、 ストレージの階層化というアプローチでコールド データに
対処しています。   適切に設計された階層化アプローチでは、 ポ
リシーを使用して、 アクティブかつ優先度の高い最新データをハイパ
フォーマンスなストレージに保持し、 アクセス頻度と優先度の低いデー
タは低パフォーマンスの安価なストレージ リソースに格納します。 そう
することで、 運用を複雑化せずにできるだけシンプルにし、 インフラ
管理を合理化することができます。

ソリューション ： NetApp Cloud Tiering 
NetApp Cloud Tieringは、 ストレージ コストの最適化、 IT運
用の簡易化、 インフラの合理化を支援する目的に特化して設計さ
れています。 Cloud Tieringにより、 コールド データをハイパフォー
マンスなストレージから低コストのオブジェクトベース ストレージに移行
し、 少ないコストでより多くのストレージを提供できます。 階層化戦
略の立て方によっては、 既存のストレージの設置面積を80%以上
削減することもできます。 Cloud Managerのグローバルなコントロー
ル プレーンから直接、 すべてのONTAP階層化インスタンスの階層
化を統合管理することが可能になり、 既存のFabricPoolライセン
スを含めることもできます。

Cloud Tieringは、 階層化プロセスによって削減されたストレージ
容量をリアルタイムと履歴の両方で継続的に分析して報告し、 階
層化されていないボリュームの潜在的な削減量を予測して、 ビジネ
ス プランを強化し、 コストの最適化に役立てます。 ボタンをクリック
するだけでCloud Tiering設定ウィザードを起動でき、 階層化する
ボリュームの追加や現行ポリシーの調整によって、 さらにコストを削
減することができます。

 

「オンプレミス デバイスをAWSの 
オブジェクト ストレージに接続すると、
コストを削減できるだけでなく、 
オンプレミス環境を拡張できます」

Festo ITコンピューティング サービス担当責任者  
Marcus Masching氏

ユーザ事例を読む

https://cloud.netapp.com/hubfs/success-stories/Engineering-Driven%20Industrial%20Company%20in%20Germany-V1.pdf
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Cloud TieringはITの運用をシンプルにします。 階層化されたデー
タは同じネームスペース内に保持されるので、 アプリケーションやワー
クフローの再設計は不要です。 階層化ポリシーを事前に定義するこ
とで、 ITリソースは所定の階層化レベルを選択して、 迅速に実装
することができます。 また、 アプローチをカスタマイズする方が良いと
思われる場合は、わかりやすいウィザードに沿って、ポイントアンドクリッ
クのシンプルさで、 階層化ポリシーを定義、 適用、 自動化、 実
行できます。  

階層化されたデータは同じネームスペース内に残るので、 ユーザ環
境では、 再設計や再構成、 アーキテクチャの再構築などを行わなく
ても、 アプリケーションやワークロードがデータにアクセスできます。 ユー
ザはデータに直接アクセスできるため、 データ要求の手順を踏む必
要がありません。 アプリケーションのアクセスやワークフローに変わりは
ありません。 つまり、 アプリケーション、 ワークロード、 ユーザへの影
響はゼロです。

Cloud Tieringは、 オンプレミスのONTAPとCloud Volumes 
ONTAPクラスタ内のすべてのコールド データを、 ボリューム レベルま
で掘り下げて自動検出します。 クラウドベースのオブジェクト ストレー
ジ、 NetApp StorageGRID、 サードパーティのS3互換オブジェ
クト ストレージをサポートしています。 Active IQによるAIベースの
分析により、 階層化すべきボリュームや追加のコスト削減が可能な
ボリュームに対して、 Cloud Managerを通じてMLベースの推奨さ
れる階層化アクションをシームレスに提供します。  

設定が必要となるのは一度だけ
Cloud Tieringはストレージ インフラの管理を合理化し、 利用可
能な容量を増やします。 階層化戦略の立て方によって、ハイパフォー
マンスなストレージの容量を50 ～ 80%拡張することが可能です。
プライマリ ストレージの設置面積を抑えることで、 管理が容易になり
ます。 Cloud Tieringにより、 容量を増やさなくても、 ハイパフォー
マンスで高価なストレージでより多くのワークロードに対応することがで
きます。 ビジネス戦略に沿って、 ストレージの階層構造を実装する
ことが可能です。 また、 Cloud Tieringは、 クラウド移行戦略を
策定するための簡単で安全な足掛かりにもなります。

FabricPoolライセンスへの対応
FabricPoolライセンスをすでにお持ちの方に朗報があります。
FabricPoolライセンスがCloud Tieringで管理されるようになりま
した。 ユーザは既存の階層化インスタンスを管理できます。 これは
FabricPoolライセンスが導入されているシステムの種類に関係なく、
StorageGRID環境に導入されている場合も同様です。 Cloud 
Tieringは、 StorageGRIDへの既存の階層化インスタンスを検
出し、 単一のコンソールから完全に可視化して管理します。

Cloud Tieringでは、 Cloud ManagerのDigital Walletを通
じて、 既存のFabricPoolライセンスを 「フローティング」 ライセンス
として運用してCloud Tieringの使用権を獲得し、 一元管理と柔
軟性向上を実現することもできます。
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Cloud Tieringの仕組み
Cloud Tieringは、 ネットアップのCloud Volumesサービス プラッ
トフォームの一部であり、 NetApp Cloud Managerで有効化さ
れます。 わかりやすいセットアップにより、 ONTAPシステムとボリュー
ムが自動的に検出され、 数分で運用を開始することができます。
選択したボリュームのデータ クーリング期間を指定する際、 階層化
のためのカスタム ポリシーを設定することも、 定義済みのオプションを
利用することも可能です。 Cloud Tieringは、 アクセス頻度の高
いデータ ブロックと低いデータ ブロックの追跡、 識別をインテリジェン
トに開始します。  

頻繁にアクセスされるデータ ブロックはプライマリ ストレージに残し、
アクセス頻度の低いデータ ブロックは指定されたオブジェクトベースの
ストレージ バケットに移動します。 階層化されたデータが要求される
と、 Cloud Tieringはオブジェクト階層からパフォーマンス階層にデー
タをシームレスに移動し、 データをホットな状態に戻します。  

おわりに
Cloud Tieringでは、 定義されたポリシーに従って、 データを適切
な階層の希望どおりの場所に適切なタイミングで配置することで、 非
構造化データの包括的な管理を可能にしています。 階層化の統
合管理によって、 すべて一元管理されます。  

一度設定して保存するだけで、 あとは自動で実行されます。

Cloud Tieringによって増大するデータをインテリジェントに管理する
ことで、 階層化を簡単にストレスなく自動で行うことができ、 他のあ
らゆる階層化プロセスと同様に、 コスト削減を即座に実現します。

そして何よりも素晴らしいのは、 クラウド ストレージのスペシャリストで
あるネットアップが提供することです。  

詳細については、 以下をご覧ください。 
NetApp.com/ja/Cloud-Services/Cloud-Tiering/ 
Cloud.NetApp.com/ja/Cloud-Tiering

Cloud Tieringの無償トライアルをお試しください。

ネットアップについて
ジェネラリストが多い世界で、 ネットアップはスペシャリストとしての存
在感を示しています。 お客様がデータを最大限に活用できるように
することを1つの目標として、 支援に全力を注いでいます。 ネットアッ
プは、 信頼できるエンタープライズクラスのデータ サービスをクラウドに
もたらし、 またクラウドのシンプルな柔軟性をデータセンターにもたらし
ます。 業界をリードするネットアップのソリューションは、 さまざまなお
客様の環境や業界最大手のパブリック クラウドに対応します。

クラウド主導のData-Centricなソフトウェア企業であるネットアップ
は、 お客様に最適なデータ ファブリックの構築をサポートし、 クラウ
ド対応をシンプルに実現し、 必要なデータ、 サービス、 アプリケーショ
ンを適切なユーザにいつでも、 どこからでもセキュアに提供できる唯一
のベンダーです。 www.netapp.com/ja/
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